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I .U卒l'fJi己b主運動の1ij月A と！拶）£ 
1. 「［i］化会jか，.，新民会へ ｝）発民





1. 論小山『品r,/lと経j品 a li~!it i官！の「L＼丸j:';,j命！ とそ
，＇）川組！.＇！.
2. 1治下山／J{l/Jと経j／，虫 ho'FIJ／＇，のどJぬとその ILil 
.&i」へJり「i
8. 論ノトハf,H-/i/.( ［←文化協二J，＇）む 1:,軒、検
IV I、内1京山波｛，とそ jしへの,<fl必
V l論 )j i,J l＂；換俺 ，｝） 文化協会山 ！／－.＇.似とれ肋
j; J > I) Iこ
CU I.本り）
II 「r1~ I首改法論争」の問闘状況









































て、 けとして発＇leし！たるιのではな ＇＼！ ど。これ力、
九j人わるよ勺に、 ブルヴス ti）子（~お； t あき （， ！トlこti
ご，； 1f ｛ヒヒ；·~·f.:'.N，，ており、 古本1・2是に品l；－るかil 
,l分tJ1i上、 (' .｛：、－i:；をがそび＞Ji'(,i'i,，二i主L九：＇.・n1‘
？）としこ社会 j：よふ＇l'J,'.fil:tふりうらit J：が／（L、どL、
ごJ1, ,IJで，＇.， Iうれ ；！，)Ij〕）1i t‘ ・11:・.1; L、て資本i
i誌と＼いj 二；I)t士会制度／；二ひとして永欠不安なヰyUl Iご
とit行えていな 1,、 ーしかし τ ／1l:1i, A~ "K v) :I:;'.: 
I t, 1白木L~む ，ni光；L全代t;.'• ・ t仁1・, If, 二七日） 'J~J見i.t 
'N l) ;, 1, ,1 > c ls.，，、こと士七 !i'irf,;l J 、さであ ／， うi
二，；> l ・J /.(1'.,!i ，〕－iJi'f>Jl仁J ＇＂ケ λfl¥1/f¥/(fJ，、＇： Y.¥ 
νりこと d仁んl （＇司 「Ht全社主 lてあふ ii[1.J日） i点、心
I ＇，.＇： 安 I,L /~ /; ，乙そ山改1；トl>ji'i(上‘ l'.t1,:L:}: 
ν＇i 1:/pl；二： E力、：＼ じIiことを It{),i L ／こもしりであ・，
. / I＂・〆 I l'I＼降初土川村＇Jij(J.とそれ i-上るlM符二 i
か， 1!'[1f／：［矢内L',j，＼さるべき必然（！ZJ)ji'1]C、あると








てはなか J 》た。 ？宇磁の不・V-等条約の押しつけに減i
(i'Hこ示されている上うに，その政i；支配の指1i'J日、
文化・教育i白iでのほ透を ：守め亡中iすの社会栴！？見山
、I＇・1iF氏 、j':fi/(1:±ili｛ヒ全 {r:I父｜していたのであ 2く‘
こAtJ1の除態iこJ 八、ては， いま改めて述べる必必
iHn、でt>，ろう J




' しI）官イi i：義｛内己kit! ，η：丈 {Fr均 IIJ能'ft と I見実 υ）；~内t11II, J 
l；長1(1f系を？Jl,ijしたことであ〆，／；こη かJ,[.fJ，こう L、
／二 Jりてある， I1+,r1~］に資本二：tnの発注を i, よこじ；
11,' I苅1-J計h'J!(（＇）判明Jと抹式会ti:c11U I｝｛）を出I『＇，Lて 仁lJ, f1fよりも各fl司人がその資力を:q,ミ台 LてれやI(
L、己 ，！） ι，ニ1/Jよ〕 ！；論l:fil/J、らであるコ （／）＇工業をおこなうことであり， fえしてタトドi(/J，人む
たしん、卜二、 •lj [f!f, ~\ ] 1}; tJ: I伴大戦を契機としし 本を敵Eすることではなしい....q, I豆とても， い士
'fJ i司における立本二u以内諸関係が沼ノ人 L今 そ；j：カる ぺ＇＇，）＼＇問主義（ I)J' ；＇｛良を打らl政りつ＇）あり， こ.hiJIJ¥I
, fJ r w経法の括Ii｛方1i',Jとし亡、 支配的役；t,:1J全はたし ｛りともしがたい必然的趨勢であるj と。そして，
うる実在的1J能性があ・.） たことは， ')i実であ l，。 こう述べたあと，かれはこのことの論証を，みず
4として， 封建的訪問係か F》上旬；：~j ）主なのケラー F かんの見開に口lしてつぎの上うに惜し、ている。
.,,7 ）~；J:1ii 土， けどし歴史的必然て’ふり，資本主義 ：…・－ UHf，わたくしが無錫，上海、南il!等山
川上J建；＼）i]/0'.,~ (I）比較にJj', 、て「多大tr.泣けじ！で主； j也、Lすuこもめは， 工場の林立であって宅この ·WJ~
ノ；jてと円、 i;1¥iClJN)1時le'I: J 、セで十 ！；，L、二とであ d ’
,! 三., ！二が， 白木ii主rli:，〆，（l)['i.(jt内 ・rM(J1f/il:'.1'l
, , {f{r i二、 乃ιたびJ~I；会構，＆ 支配f内；r;1i1系；；：，、l'i
l寺の中間において同 aでなか寸たこともまた、守（
廷であ九行ったぜな「3 喝 、【i時のr.pI可Itラ・，1'i・P主1ご，Uミ
y1J1金の｛1lltとi二iVラ とり；ldt 1 1入と ｛＼＂ リスに i
't' q，いJ,nfHと全涼；間十見せしめるものであどん よ
／こ、 れj也び＞1＼＇司会‘ J{,ifi ＇：＇.~＇ も｛ I ＇－ことに Jf:JJ\I L, 11~ili 
て、i土政治lこ社しても隙極的な態度合示 L始め／こ 1,
I}）もある。とのととは、 かれらが未来の資本家で

























































































ゆえに， 人民Lつために Lt，りえて何かをおよ二 fょう』
であろうか。かれらが帝国主義に打九かち，これ
と結託しごL、お中閑の市l/&Jを打倒するか.＼：＂ ~ういう





























































きわめてゆ］／確に， rji＼工i合代表寸る中国間l＇＼.：党 iJ:'jg（れの資本i，誌の発展を少しも認めて，， ＇／ケ 1ぜ、山（
l( if<:に対して同氏革命のス ＼_l ーガン土J；｛，包LたυL、Jかれの芳える中同tf会は、とどれf,あるつ
-Cl) 1山ir¥中｜え現（r二の！准Ii:]氏本命 この道こそ、たし、Iィ、／ぅ、t；ζ、＇；千ご f1）ーにおL、てとじえじれてい
-r戸.-, 
,-(V) /cJ 」 ' かjしのぬ？？の4安心はまさにこのたのであ戸J うか。
¥IJ;Rj釜j!);(もま／こ、しかし，これ／ニけであるならば，かJlはこの時点で(71t+1斗を、す℃tごλI王であ＿， C' 
;hゐ怠i法で I141己／(c命～の期待は｛，寸てし、／こi土すでどと九え、 rl明確に「＇， WIトU2i£の小椋民地紅会！









11ie> •JI HJに続け ζこうい J てし、たからであらυLもたければ資本E義社会でも／；＿ ＼、パ仏’pl ｝：淀川
』l'i母国民党は芥階級の（＇，frト二仁ゐiもともと，1i1WJ,'JH;;t者 ！1~：戸"I'；土，［にの特殊な中間社会l
多数の党1J-.1こは＇＇i然，l +, ,-: r --J」 I）ゐ J p 、，!i:'Z克；であるけ~'! 1・ J干の心をこの kろにt1,l,tしていたのであぐ、




































；代 i↑I ; 
奴」対」本；助
長 廷3 ，士； ：由
E型｜詰！；
！一主，：. l:'5.ζ Jノ＜. ' マJ
出のII帝’国主義i与｛一巳~:1 I~；；弘門：埠｜ 





























のん (T)(ii( ど見な f）託7主Lt、議時代の特殊段階」
』
ノ、い司氏本合IのなかでT》階級闘争はありうる L,全だよμさ-tJ:,;:,東・中｜司共産党にとる「新民主
以前iで市命ぴ）主噂権を無産階級の子1q_:.'},j}t L 1h ものであっく，汁然のことながら，ここからif/:左l:' 
それがり能なほど国民革命のた J;，での
そ Lてこれが同氏






に結集I可能な諸階級it!f干の闘争を 1fHJ｛と LC 







iJ' 中円、｜ぴ）人民・it‘資本主義の／;r(,Jとは 'JU仁4 予／三




この上うに， 丈｛ヒ1潟主1！＇］／部ぴ J,I；＼、：包W1k、I交｛士， iス
I・ vi論守f経i品／J;
a号空4カ、 J 〕妥：r;h(l）余｝山♂）t仁L、ものであ〉たO この三
とit、ょとしTJf託、 附が汗［！）論馬／.（【ニ対しH：たな反論を
< A lえ， ：f'F!; ：.；、／こ九び：粁批判j央とどすという i品粍で，
士号孝，;r，：がritl争に参加するなど＇， 示:, l14fが最初jに1/¥J
題合提起してか r:，約；） /J } Jのあいfニ，論争ははげ
L. < Milト！されfこに 1，力、カイ） , -j二 1,ij ;rの主張i土並
行線をた主主：〉、りみで， / l ＼寸二十u存れらことがなか
》／て三とから 4c明瞭でふλうC,
1, I と七、 ,i品1ゃれ1：組l上〆、）liこ－・rt Lてq，叶
J/:¥H盟でj勺って， -( ，・山とお r'If木の間：mに J ) ，，、ては
f,r’. ）向1t;ILることカなか♂ P／「二。 fニカに こわ／）汁Iか
たん1/J.!'I工Ji'Iザロ） r1iドトる問題！であり， 中1)4び〕




「f-dl'iJ と L ‘う ~ffに .n きかえ f乙Wd,, どう t:（るの
か。 これは， 主ごれもな： H 本~M時二l.~主主配／＇(}) 
-fi'湾人の対応♂） Iあ＼J!J‘たJ0）問題であり， その
i~-IJ ，＇.を ill る c(, ［／）εなく三和Jであんうかつ；台湾」を








































i. t・' ；’） I,.' 文化tfi会の分裂を，改革派によるー
19 
1971020022.TIF
部無！主青年を動nしての「強引な采〆》とり J<'. Iは {1:.;i台湾の社会状態および一般民衆の覚醒状態立I
る司一般の状況認識がないわけではなレ。矢内保 ｛げを認識して，之を対象とせざるベヵ、らずっ蓋し
の理解もまた，このようであるc しえユ L' －－－比 従来の文化運動は精神に限られ、産業方面iこ対し
改革派の不法行為を想像させるこの上うな王単解／j' ては之を等閑iこ付したる嫁あ IJ。故に彼の運動が
あきれかに間違いであることは， 紘会における保 ！／！，＼ 々継続するは、形而上的に偏することも亦愈々
守派の対応が端的に示してkもるように保守派がみ 大にして宅改組のt1・もFI:，て続々高まるは）dti'i
ずからそのHt；惇権を放棄して＼；、ること，保守派l’i 然的結＇.＋しなり。社会はたとえば一棟の桜聞にし
身， この時点てすでに分裂を予期しγ ーかで，丈 C' i'E支は）よれ地盤のPuしっ後！おは地盤上に建乙
化協会に代わら ;tlrしャ政治結tlの結成を熔ftして られるものにiめさざるは，既 iこがi車是を鑑る J、
レたことによっご，あきらかどからであるけ 10Iυ Lo A：等0）文化運動は産業文化の促進，実現を l
明確なまでの立場の相違とし ιうものをご， 保守派1;J 僚とするものなること言を｛尖たざるものなれば，
身，おそらく論争の過程をとおして， lト 2さり｛！ 陀業丈化に対し一路能進せざるへからず！イハ 12）。
覚してし、たに違し‘なし、。 ［強引な乗っとり 云 ＇： ここには， ）j向転換の店：義と今後の丈化協会ぴ〉
；土， fl己山立J弓引正主化と改革派ぺ（i)Lj i向であ♂員 iあるべさ姿い桝jl良（／）粘神が格調ある文体をとお
fこの してみごとに浮！彫りにさjLているとレえよう。な
よこが， ともヵ、く， 問題はこうして文化Ii%2;の；H J5' i副主j室長IJの方法論を第 Iiこ， 唯物論J, 「i可主
導権力～ i町出f'l、王敏／I，察孝乾「， fl：会主義者の 物的哲，＂f:！に求めることを挺1￥：してL、たO そJL / ~ 二
手rt1にf培「》jtたことで志） -）て， 三it「》ck今＇.：
化｜弘会を：と〈／）力rt,J；二l行1/rJさ→よ一ようど L！：心、l札J:, 1/<'. q, ,jと7愛t主会骨；I］を：主ii Lたのi主， 以Iの1守＼tf1にJと
めて述べる必要カ＆なL、であろう心 之イヒ協会のか， I ごであ ，t二υ11）之7cf子三）J，新しい指導；tlfi，っさ
ての綱f,fj,：本会ノ、f,i湾丈化ノ発注ソl}Jてスルヲ口、 のような人びとによ yて構成され，発足して L、る。
子日的卜 7て」（I晴氏iJ第2条） l.t，♂）？のkうに改 組織部（主務）王敏／I
められたからである。すなわt，，「本会は台湾大衆 （部長）i}f(i柱，林冬佐， i室温搾I
の文化の向 i：を促進実現するを以て主i1と為すJ 教育部（主務）林碧十h









但しこの綱領の『促進実現よ以前に． 況く先ず現 en 1) 二ノこと u, r,1の問題提起がはじグノ「論JWJ
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1971020023.TIF
間：て： ii，ぐ， 「；： J:U J慌にゾ｝ぜ「＇ ;JI_,' ＇：：二 I ,:1リi
' 方 ι こ .Y.• ;・ ：し んな／，に 「・・・・尽JI_IJ ., ¥J' 「伶：；｛
f(れ！円白h＇：政治 J ~.·u ：：めとする一法 1lLi)¥:;ld在Jll!'H
Uf，・：＇六lぐ干f:), 119 ',.:, 1926;1 K fl2911). 
「， I 2）←／ ・l ケス なぐ＇，.：，：’ .I:-c:,j,[1.:,/e .I：ぃ，
l 、レ久。 I j相川ij、非i級「l'Jノur:Jj, 1,;1制lt:1' 1・], 
.Ji ！七つI]/J先1.1:rl'Ji、J也JiiJ;, 位打 J•/jt(lcJ/\!u tどi:1i'), り，.－：1
l'J. 1'; ・ I 川＇i' , ; I ,P;・ /', '!, { ( {I・争十！，ど1'Ii I (iji. vヘli'JIJ'WJ
!Jl ( (; !li1, lfJ1 1 ／正 'i/:H/i。
三二〆 l ， ：の，-:J;';J'・，」見 i；，ーに 1 >j, /; )・. T：：：ソコ》
'. ':, u「 , ,r11・ JでM「吃iて， j へてノメド i'fi.,i[}Jにとっご
た1,; , ;i• j也h】 c,:＇.なうて二； t' fヤっしと，＼と，＇＆；ふも
It i；ノ， J ，.あ t:,.I ・.、，上り ，：＇ )(t /; 'l•.vr: ，，占関係： I,
杓日（1’lな1、Tr,/f l',j十F市 1,1:1：.，〔i体｝グ：ヅ、l：理fj1. I 
t j ,;., : ': :, 日戸J lてもl：来／＇ I, . >Iごと ）てんイ Jミノこ
とけ三、」 n.，，ル・ L 〆官；if.r ：内Iit'c :l, たII,::1,;, 
4 .、 J〆）。
こ J ¥1. J こ， ,1 ，.＇土パ i；本，＇， ！日 .;Ji.'.' L’L t ノ
ー一， J’J ', ; f /l,.' C 'I 、>' ', ・ ・" I h, i , 1:1 :,'(.: : , l'•I• 
片ご ', i:'. ;-t i' '・ JI/ • J I I; ', J パヴフ ：，.ifよ， it IL山市
門戸 ~Jrιl /.: 二 ，＿’ • /t1. e’主に6宅＇・＇ p ざし、 ι1,¥,I /._ 
〔＇I:3〕 こ J/i.:: ' ・: if, 'f：、， 1,1,.1従｛！？小つ，，L'
I ;'J IJ] ・,'": I ＇.〆と 3〆；j .t,，•；刀＇， I・jj、け， I(
（＇，：寄’ l、『jQI＇.乞 l）＇.＼，.品」（ ti，＇）拘114:1 !> J ! , ＼＇；パ ,1;・1,1,jか，
I lト l r i :; : 判1l•I i月五f:.'rJ者ル ：，封、； ' J材料にす
. ≫I詞Iト： r「J1：「＇・ ': 0 
〔， i ・1〕 ,:; :, こL ＂品丈； ；な A，・ごく I),k I ,11,.1人
.fl]L＇，：心士， 4,:_.:-: tニW,1≫1叶，／〆な士主似 ，i;,I , : i 1;：「：〈
¥i. l' ' J欠1:1',J > lfJi1ζ！て IJ り，資本主i＼•，ぺ仏ヲ心 j ノ
「Y；対I,'t .・ J 』，ltlt!li」ペ：1；長どこぞカ， i1,1吋人土 ｛［ ,' ；：，必
ずじ／市l 二i ’：.hl、1-，＿、 7
(ij_；）〕 十九・，： : , 1:J,71' -：市Jう；＇ ',,'i : 1" fo/('. t ：；ー－
y，らc「印、，jil fト if－＇.｛本， c!If.'j＇自～：Jt、F"Jif；泣，＇－ ,_ {i, l!liYJ IJ.I 
'l.日）J発！；（ J lソ依，！L ，~c不会滅亡［向。，1Ul·新 ii'J 1だrf’；j糾
j'Jlf_ I守r,:fイ，」I件以物む的1.f糸f'I, ;,;7]1 於IiI tJ.会的
:1 ,11 J)((, J,' ,!'. 1；：了「f)l川J(ff、；久I（件l,126 ,: , 1926 
イ！ lQ/JlOil)c
(J 6) .'1 J':/',: J 二J, r I', ¥,t.J攻防 J•.1 .;c' ;,1‘九 f;うよ：：，
「共産主よ」 it!ニル主A」のJiJ，；；；がもLi仁！刀、， 'J,i,へ
j);'y:;j，ちく，＇ r 'itナJ'.,i',＼ιJ L心。jバ， -':, - ,',!;, I.、
〆× x・0・.・' ・, J ず L ；コ。：J;, CJノト；， f＇ι！ィ，＇； ;: : : .: ;:, 
i. ，，：あ fノ：。
(/17) ・WJ, 1,1'1ら－：，1同共/i'.＇党が［t]i己／；＇，：命に 1Jl:1
I /: ¢， νりが託7うれの指摘ν）とおりであったこ tは， [ 
i＇.東c'Jつ3ι；） 文によって明らかであろうo , ...…こ
lな村i民地・ T1/l民地，；＇）苧命プノ第 11を附，すなわ
t,' 1'. fリJ あけみ；f，そ〈ノ＇tb¥(l'Jな位協かんい〉て，
),' ,1' (I'-！には依然ムし’プノlジョア民主主詩的なもので
あり，そ，.，存在l.IYJ I; '!,li .}c i t，資本主誌の'ft/J( ，；，ための
必そ Lt Fセよめらυ だが，こ tんような午命iJ' もはや
y’ノ＂ ＞＇ τ ア／ーに Jni~主主 j Ltご資本士1主力社会とプノレ〉／
"T  £［（裁のIiL、；r1υ同家を樹立ーすることを f1IYJとする
1:1 L、J¥I.，ノノ午命てし，なくと，ブロレケりアートにHi'持さ
!, F，第 1段陪では事rJ己主々裁の主i：会 E,y，：命（｛／諸階級
cl 1.r'e i独裁の出家をt主u；することを 1(!'Jとする， :fJiし
い／~J 山本命であるー・・・二 Jりような本命｛.j' そのj立1山
地十？で，敵の状態と 1,j盟軍内変化によって，さらにし、
崎、 γ、；立f,y'，；・わかμるが，そ小基本i'fせな性格にはM
リ企 I)I；！，：＇.、 j （巴，Iて点「新fl';：±三 iJれおJ, 1940{1: 1 
)j ), 
C il8) Hi:, i「lヘバ）反論，t, 「答品＼＇17う口氏（l'J駁，1,lei-~ 
C:｛，ι，命j l 阻 i，『・hr,ちi己減』 130りから 139i；にわた
・r: i,U，臥，，，＇i)Ji'ft比ドl]t.:142りから143',J-ま C( I) （ト）
2 :,1 )+' ）.：ヘTi' ／－。祭手位／） ' ;:6, ／（・： n:f易7るtiiJ,134 
1；刀，・＇ .: ' 1,1,). }X:,i印ノ引；，紋中にわし・てであっ f （察学
t；ι「比i）＼ 凶 ｛＼ 的『巾p；：改造諭』参照）。（か L, j:), lよ察
；対 1 1てil, これを／.•：，，故 （ドj に翌年 1J,/. L, ＇／キえること品な
/}  i 》 y 0 
(ii9) I全il,UPT 九二ヒ1, > {;f."i.1 （力的文化協会
'f'Ur，、ンつ）。二♂、文if,:( j，台湾総督府総『台湾総作府




がj 三に f(L '・ ・ ~＇«白宇，rn キ，＇，！友｛ヅ）構 ;\1！をもって L 、たこと
につし、て lt，臨時総会びJjι後，書写i託火， E寺J白水らにょ
っと「f，許可ij 1（，会Jl' J払1,zか企凶され亡し、たことで！Ji]
‘＇ -"- -, 
りん、＇ J/.) ',; 0 
(il 11) Id;, 現時官tiiiそυ、・nrn:rごとして， 1'J. f C!J 
lO"ll I lチあけている。（1）農村文化内向上，（2）商工知識
＿：，；，；，：＿、；ft, （λ)t’I if,ft；；才Oji ＇.＇）漏え，（4 ）.~＇ 11: U＇求学焚民！；， (5) Iよ
怜.＇/c'.¥!:_ ;-,g j,)jc/）長Pt', （ι）崎守時：Ji,I;)比J・i.,'<c）元， (7)1'."J I¥ IJ!えt詳、t｝ ｝ 
i走！［，｛計ji主L:.i
i九，・r》yも了十Jo














































































し七｛十Jルしごかj: I}) ,i/¥:ji_t旅行｛土）溢況をきわめたの,; , 1:rHmに!'flLては、官、；t決定r1リにiをおそ主よる Il I日｝
；わ，！ l (I）千！こくと二九丈化協会のflか｜；可[I寺t三＇将j鮒 ！： 1，山を!tf史／（、：J])J;(,'Jプ十りと了）た，1;¥iが，
事’'.J-Iで: ) ,/) fr/j';ti' t ｛，色えら二とのなか －， t,こことも、」ゾ）品b民：iご，t:，－，え／’.＞ .：－二／’） ；｝‘1・,1：発i'iJrL，＇：，（ドj, -11J 
tJiTr, ｛；北などでの講演ははげしある。-_ )I iJ札方心北、；てす上 i-，品＼＇・、むあら。
' fザ一、 . ' 一〆＇ .、え），＇， J、
L、防；！？活動にあい，会場が混乱したほどであった。~i'-'I干，ya持続 if,こ7.Lぞ干；1/i］に付中I>.「， f,I f，、7し／ノしヲ
新i'rでの講演では野次と罵声が乱れ飛fことえば、;!"5上r｝有IH(t也議j:），，支店内必斐刊の；て！j1一三：，jt'i'J‘







ド、う叶1.1i'U1文化1弘会が欠！人J/Ji{,J)-_ (/) 'i ’， .;', ,1＞で点〕
諒看f也在扉束嘉義'itl:促矢内原博士一帰京／
号、イ＂ i.t' ,f !, j, _; J土しご・？iii！め／て，トit, :.f,/汚
不j止示日変資本家搾取）J法的変彰｛ヒf,q1的議出，
, ) ';/ j) ：、 7、、，bJ（外！ !j I.；、二 iiξ紹介 jξ）にふど
所以到処皆受敬L託、｛挺j止民的妥協主義的発/J.t（こL、っと，， ＇うこ日で寸分 iこ九九寸・；！，，、＇mれに .－） ., 
，：／？大衆世主不1iJWf也l段惑魅去／i長挑JT-:，とj!,'
l';にそ（／）J，【二JI↓；n幻 t. うと［人J1;{ '.rt/J：.ジヘfょ1,t，、
見てみよ，焼東，L火内／J/r~v.土日けか江を mu:r: しよう！
i&iふ車：－｛じ，台中でのかれの，j誇演を。
1},'j 't’刊のt/J:民政：n.r,rn＃日と Lて山それを恥d iかL
人なる腎iihnf1lifo¥ 1r f d <) L山
.ft 1・，植民I也f!J.1;/1人iえ fL<
1！、心




そのためどυ 諸君，かれにだまされるな I) ( I 7 l 
！， 
;Ji、JI日〔 Li, J; 1: >' 1 !YIft: t -:. (') tうt二しごで，＼ふ
！本どfヒ:i;,二、？（パ，：［il°:1:.
l I yるを代ザ（ Iーた／1れ？で，h[,I 




陳；f;l;iじと（／） .[~ ,Jl[!(J',J J主イl;!J：－・、 t,／；、三与f汗火‘献
文化協会主依の［矢内原教提f,-lヒてtt, ，て F宇
.』 E一‘t. ti；；ょ；二、［ i;: J; I ' 上れたどい.－，ノ、ぎであ Y，弓乙
（！），主演批判講演会j さえ、 Pi！かれたとし、う（・I8¥ うと内）Jl（バイ， tNt/\1 題，＼ぴ11i~初jキLしf九pi
 
，ヘノ
そして事態it，おだやかではなか，pたのである。lX:.r':lt} てj） 仁i,；てI /--I －：ン心7）体系（t'.J7i±,lで ;t,
このような事態の現出は，［二林事件」公平I］の弁護ピfヒ協会が欠p'q）；（そ I'l.'.と「工｛ヒw.t,1~ n 1羽｛引に




照的でふ ＇） た土いえよう （，I 9 )0 事実，
f'j L~•FlJlg;j命 c'J ’主任A.'i/f .1: Lご期待すィ？？といろ f¥l,J）；、
f系においてliY,立していたのであ芯。
矢内原の台湾内印象i土決してよL、i，のでは矢内応しH，河によλ 、ご）;1見Lt~Jえぞれ fl十；二、





















































































(/16) むじんメJ，コ ~t Hlli[O）『WJUU店；＼ff治，I
『！i］＇；政策， , fJiJ,¥;,i,',IJ:，江どにfif<'s,,i:H起が肢は＂ .¥ .'( 
いわけてはな1ぜ、。 lかんそれらit L、ずれも断｝；的な
,L＇.ょに どt 〆ーこれり， fて i品 fドj な flr.\/:ill組へ l ノ， ｛~I f!I, 
I. ! l、＇ : , ＂九 l 『｝<I ＇~ I i'( i、；,-f, i"iJ ,; ！京1¥1.( I , 
l 『 vノ：ゾ、 l・,ij ,i；日立iャ l’〉ノ’， t ＇＇え上＇ J,a 九ノム l什
l :, u¥i',' i円 ij主i、t1-fcl,'s.l Pi、l’）！、i;:・ ;1：，：，、：.1,1,；，：勺
,';,:";i日！H、ぷ Y: i I, I, ;.j；、 『T I /  、ユベ l)J 主l':i丸 、 ， ： （ 
I-'. ' ・,. f あと。 「リ・rんJJ ¥': ·~ j！二J1'f/j ,:1d¥';j （『・，＼ 1
) ：＇下／li'Ji!J:, ¥1174 ,;, 1926;1 7 JJ]2;l，『弘、1¥r,; ,1,.1.;f 
ヤり J,;{¥23 /1 i: J＼）ο1｛，許可b：υIi7.，政治i’Jn 11.J (C¥i』
、！、’JfJrlJilJJ,t{¥2101J, 1927'F5 JJ231l，『7、1J,1i1jc
'i：＇／.』，＼＼ 23｛＼モ1'11け。
( :i 7）「 ＇！＇. I＇、jIi;, I•.\• I i'I .,:1 i', iJ ([I' i',i＇／：； ι ト！Ui, lf>ci,;, 
l 927 ;I:, I I l I l ）。
( I l.8 ) Tcρ；，？ /ij’！ ,418 ： ι~； Ji:九二二，
：べ1;>!i I ( !; '., ,・ l,\•1., i'ri'! '): 1、川 -ii ・？ff• 1'<'1；人.［！
y‘ i あ；：，’
「t(iF':J也1欠｜人JJi1¥v'l!f1t:;i干lj川しての，;r,出に仁；ぅ




土缶 ＞ l I ii f’J p ご！ f ,J士，＇f.i'Ji：い上ご＇I /J、ん； I.I 
rlリ｝！時i、I・ t r央
I ・IJ I Jlt: C点、






















'.IJJ~ IJ;,,1出1i,: 1 ：，に.・， I L /・,;¥I t、
' f二三 Ji L ぞ，｝ ！二日 ( 1/1’tに物，，，，，；.、て L、；；う、
' IY  民 Y/t党 （＇） 桝；；，~川、1/ I /・,c/lイ？「r:"d(i1h'2で；（，，.，：，＇
し，よ ：） t,. 4, -J，でよハ.'t:, 
(,}ljJi't(J経済，¥'JH,¥bりえt本7よlt JI!:4-~Jl1df, v 1係：J王、





 'i;.1'1 /J;( (/ J i'i.、山 I ・>'I u •1£！：ふ 1ドドて；丸ふ
I t1文言ii点、，， f. t, 
ふ／，，i'jえ／－〔，，
ぷ・It＇，ト， x，白】；；白山上l;asとjる
f 「 i1~ ，-P,宝主 i::t1I, (/ 1/,ri v , l ,;k;工、
Jピカヘ
Ci. 'l J 1，持： t’un・ f：上じい〆－；； 1.' i・,.H ；，二！リ l 「
’Ji什.I:tず 2Jr-lf川， I lh, 1 . J i ，、，＇ 111l'U.f'' 
(, I 1 ) ; , , , , :'i , ;, ,} ' I. .-' , "',¥ :i；ヅLII 
,jiJi＇ノ： I ''  :,  ' /;'・' :t＇，ゾ ＞ , 11 'J r:'J. 1•:: l’l 
/,J'r "'I' '・ 1;11'., I y 〆 l 二二乙， a・, I li、J,i I 
ど卜！fi; w, 1 : :_ ./, ' I , ' J也t'i千，！，＼＇ ' . ,1-•1 
f,；、ノ｜ ノト，， ,,,::•\:i'JJ,'., !.', tgιム正 ,.,/:J, ¥ ,: : /'.I;, 
.,:r',:', Iノ，，『，，，－［ l；ームト 「I,.":,I ・i、下
rイ1::r，こ＇.） 1,'. i 'j <-',' 
, I ,1, .,-;・ 1h ( ;'t1 ,)'j勺） ,. ( ）・ノ！、
7ヘ円十，1：下； .-, '. h ノ『（：'ciI i ': 
(1 2) 「＇，.＿ I'J l1i.fi'. f J. it ; ；ぃ品υ111)~店 主J（『／， (\!•,, ,ri,L 
156 '~, 1927¥日lI 8 1）。
( .1:¥) I 1 i1;, l〔＇！， ’fド作J;lJ f< I （「 ';, "-'; j, ’U, JG7 
19'.o"7 ;I " ; 1 15 I〕n
〔i4）「T, 1':!1( rn』； I，文｛仁 E必二：＇＞ 花。、j 千，］／），；＇，
j、 l'Ur ；，：け，ぺ，，内 l~J ：.＇.こ」っナ t,' I[:，）にI.け， )CiJ 
？プfi汚 l•'.m ノ： ' '・ ' ＇〕了、／ IKMi在.： ＿：， ，ぜ，I'_ιJ正’，i;1,.1 
J ：、、fコどil:l向山＂ >J点1久， tr,,, ; ，.、 ti＇：・ く4ニ
ミ1!1'.1, .1 ,! Iごセιl山J、ハ「1:f'J Jι ！. ;,';.j ! /_.' : f ごん
(. I ci) 
、｜！？，
J'.j /J:) !,_ I 
,, 'i"行 ）' ! : 'Jjf｝【！長 j,11,'i I-,-:, 1 o ！； 色 jI'. l :l 1) j、；
・, ,1 J,・ /,・ii12,lli',, ｛，、（＇；［： ,:, !1, '.l i: i日Jc'，）、十jif , I人
（ ドF"!' 0 .)-えE ' t t /, ; : ' i, よi与一 JI,i 1, .,/1 ;:i S；、, 1:1 九i
{.', i 'J九Ji]! -Ii ), Ii/: 1，：』1:r; ,{. i •J,ji I W, i 'Y:i"f' I必，_r；，、I'!'.
,,(• t、y h ご .l>J.'.• iτv ! L、， 1ru，之，イi叫 P'I i' 1,: l'i 
コ（ら！『己i.::, ,. ¥ . ＇；うには！；七＼ .1l I （・／：】じ
「F!¥: （ィ！？！市 i.' J ,; I !I'.出） i t ;.: 0' 1 て村、MWtC'j '.I 
:-,. _, ! i，日制点・！＼｛仰ぐJi' 行 P,J 三 l~· 半三 j l f二ιlHlージ 1；りじ，Ii.1; f]:: 
(, I仁，＇： '.i ，）；、f，じ（古： （， _i !. Y, iJ主-ft L tニゴ＞！.こ一、／こか， i・ 1、
約JOii：＇.，ノ 1:,1111': ~ f; c"'！丈｛じ協：＞にどiリス今＞，
C l仁U,W泊三， li i l ,•:;j k.i! t C k!J2Q!，）’，;/1,i析を iiぺJ '! " 
Ii（，’六：j也1YJ1'耳立にf正土、tL,て人Ii！ν）円宇封をを；；0.いた I「r、，：1,y,
()i; tヰ二.I’bノ＼〈ノ芝生 SL!YJ欽 ;ruを’乏tj’J ド代小47；，｛什l!.'1
k そむ／、健康と f主役も 1J ,njに IJ－？＇.，いぷ lt(i，士残 1.t:J 
（イIil五ti'if，『ιわる :fr,i{t二；L.ll'Iれ ←ー布M,ih、治一一一』， ¥': 
ou:1i11, 19531ド3J）。
(/]10）ス：付I（；（ ν）支：t(:Y :;i, I！（｛干fl2 i¥! 4凡161iり r
計上， 『矢 IJ'l 応〈応対1 ，；·~ l(.J], 努！290' 0 
(/Ill) 『矢内応T,¥l:,3/1全耳、』，礼r¥2 1ち， 380へーン j;
l 7' 386べ－ > 0
'/ ,'!' 
~I j, )jf、jl!J＼円示1，之 εふマ ，f.二カhη




!fl (102::, 1925'; 4 1)2:i:1)., i. 
γl 1大！ φ，＇， i1 i'/'l'.,J; ，パ！j＇，文 (I' ：ノ















』fが、可 l, I , ' { ; ~ lな か ハト 1' / _:!: ＇、j, ] I ,:, , , t,！ご
！符l.t fl' I いる。
(ii 14〕 什消J'c'¥1'.山 ff！~ [,Yi •政策に〆八、℃ l t' Ift f,~h; 
＊』 161} (192711' Ii H 1211）参照。また，民衆党につ
いては，，，射（1’、『台湾人JBιEヰ：J（台湾新j, d IL, 1931 









,lーではふと：y/,. この講？広三い 1927年 li：［／＼］／ーけで
2701111を二六、参加しfて聴WHt実に 10I;人にぷよ



















ιI  83 353 I 24,850 I 132 I 14 
jヒI I I I ( 4) (18) I (1,210) I ( 6) I ( I) 
I 73 508 142，似｝0I 179 I 8 
将l 竹 Ic 1) <1,9) I ~2，側）.I <16) Iー
ム山 i 47 , 287 I 15,940 i伺 i 6 
~~ .. .'1・l_( _ 6）」ー但LI一位掛~§）」ーは）
ム白白 1 34 1 209 I 11,890 I 94 I 9 
'- .m I l旦（38~030）ー（喧」
I 8 i 63 I ,380 I 22 I 1 
必雄 I(4) I (352 ci::oso) I c12) I (1) 
小 ~里Ii~iιit;JJii~It~__1_./t






わ Cふった0 -_ JI i I、すでに 文化同体jでいん：：
か., k.~こヤラし J: う E
そして事実， 内部陣容と組織の一応の整頓なハ

































I !1＇医l主義仁川 F先なる台湾官謡、山、 近来；じLくそ
の醜状を暴露し大財閥三井，三穫を擁護し，退打
者に対する IJ也払下士行なヤノ，＇ J f；湾解除深f~J を
按）王し，醜態百け1, 資本家地J：（／〕定jtJたる役＇Mを
喧憾なく発抑止り。 ：？論集会d叩1!1も完全に係州

























































































（注 1) 台湾総管府， 219ベージ。
〔It2) 「台例文化協会f，＇＼－次七九代表；；会式， i!li
J J よびかの稔椅！日， 206〆、.:; 0 
（注 3) 台湾総督府， 206ページ。
28 
(/l:4) この rtUTJLt, 1923 （大1[12）年 1月16
I!, ＿，，－，日ト J文 f仁 i必会の｛にム、＃ ffik ＇~i; が台中川？？務都民本
聞き手庫とのあいだに取りかわした，「文化協会は絶対に
民治運fl；に走E’ムぜ、JT守，！；内得点主人なる何Jj；！であろ B
(il:fi) 騒が＇）.＼ {!f:, f' ＇.手＇ti笠,iJ，ノ1927＇↓.9＇の大＇ IHIー
に1t, fr ,1 白1-,1,q:’＇lH'!: （，、わゆる「frr/1--rr事件」）
があ I)' こj11 , ,,l: 処•＇.＿r I: 1 l色仁川 l, 'Jc L, I＇本統治 iて
にじける／1;（＇！） ノ， 1心］＼；（／休＋どに.1{j似している。
(/l: Ii) Ti /;";i;'.c i記調i,- ~'. m, 1にF kよそにij' 1木；；l:'k 
',°2を代災し 1l1UU/t，ずif設貞雄J)2人が出席し，祝』f
，＇，－述べている。官 i文協/J,，－，は，j1_ii江卿をuじめ菜子 ＇'1.,























よこc したがって， これを「ナショナ；I-Jなもの E
いわずして， L、かに呼ぶべきか， 表現する言葉は
1971020031.TIF
たいはずであるコ 矢内似のL、う、 ［外来思想の影 ノ Jの屯＇1lU：思われる問題は， この論争が，かのfr
符による観念的産物’i なる悦定は， この｝，＼に 名な中li4における［中国f士会史論争j に〉もんじら
1＿，、き，) ・：，あきらかに間J主いどいわればなる JL、｝ こと t年前におこなわれた、 まぎれもない「1¥i 
，－，ド［f:Jt';(j世論争」における許：乃片の、九時として 社会史；治Lpjであったという，，；，，：で、あろう。
は1;,抜したマ P〆 7主主義理論の理解とその現主分 f，＇わ；jJのように， 1UcJにおけら rq1民社会史.（，）争！
打fiこJ) ける主il'マi'J存在担、全， 矢内ifi[(t};iJれず， それ〆 Lt, 19:ll年可｛力‘ら：l3ffにかけて、 『読.g雑誌Jノピ
セ理解し上「とはしべか f yたのである矢1/-:lIポ；t、 '1心に展開された高争であ仁 川氏革命の控J!li二
I 1勺 ；；＇1山 i（収士とらえ上ろと符 ~J  L ，／，：が心、 とら .t Yてラ 1 j ¥J,Iの士1，殺人がqI Il社会（／）性買を改めぐ
えさjLバAtったI(, l：とは／1J~1＼，波二 .l\;<'1,.H1lliであ J:'.]1,・l[_LJ＇という問題立 ，Dvい‘，，出発したものであ.' 
るか，まさにそうであ》たJ 1'こ
t 1-, / ／，＿.，ねI：ピiル，〉命j軍＇.t＿：，〆／，，h乙今矢ばヴ、ん、 Bた 比る：i:J;；と， 、i土；j建f上会と見る，大りljして二.)t) ） 
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